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1.  平成22年7月期第1四半期の業績（平成21年8月1日～平成21年10月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年7月期第1四半期 421 △42.4 △87 ― △89 ― △89 ―
21年7月期第1四半期 731 ― △89 ― △78 ― △116 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年7月期第1四半期 △1.16 ―
21年7月期第1四半期 △1.51 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年7月期第1四半期 3,530 1,667 47.2 21.52
21年7月期 3,260 1,758 53.9 22.70

（参考） 自己資本   22年7月期第1四半期  1,667百万円 21年7月期  1,758百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年7月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年7月期 ―
22年7月期 

（予想）
0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成22年7月期の業績予想（平成21年8月1日～平成22年7月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
累計期間

1,400 △10.4 △90 ― △96 ― △98 ― △1.26

通期 3,500 27.0 15 ― 10 ― 6 ― 0.09
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4.  その他 
(1) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、4ページ定性的情報・財務諸表等４．その他をご覧下さい。 

(2) 四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項
等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、4ページ定性的情報・財務諸表等４．その他をご覧下さい。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年7月期第1四半期 77,527,498株 21年7月期  77,527,498株
② 期末自己株式数 22年7月期第1四半期  39,140株 21年7月期  39,055株
③ 期中平均株式数（四半期累計期間） 22年7月期第1四半期 77,488,400株 21年7月期第1四半期 77,488,602株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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定性的情報・財務諸表等 

１．経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、海外経済の改善などを背景に、景気の持ち直し傾向が続くことが

 期待されている反面、厳しい雇用情勢が続いており、デフレや金融資本市場の変動の影響などにより、先行き不透

 明感がぬぐいきれない状況にあります。 

  建設業界におきましても、政策面での事業仕分け等により、公共投資は依然として減少を続け、民間設備投資も

 住宅需要の低迷や設備投資意欲の減退により大幅に落ち込むなど、縮小する市場での受注競争は一層激化しており

 ます。 

  このような状況の中、当社におきましては、主力の上・下水道の施工におきまして、他社との差別化を図るた 

 め、より一層技術力の向上及び新技術の開発を推進してまいりました。また、不動産開発部門におきましては、Ｏ

 ＬＹ機材等の普及を図るため、積極的に新規顧客獲得に向け営業を展開するとともに、販売用不動産も引き続き早

 期売却に向け販売促進を図ってまいりました。 

  その結果、当第１四半期会計期間の業績につきましては、受注高4億60百万円（前年同期比62.4％減）、売上高4

 億21百万円（前年同期比42.4％減）となりました。 

  収益面につきましては、原価低減、経費削減に努めておりますが、売上高の減少に伴い、87百万円の営業損失と

 なりました。 

  経常損益面につきましては、支払利息等の支払いにより、89百万円の経常損失となりました。 

  四半期純損益につきましては、89百万円の四半期純損失となりました。 

  事業の種類別概要は、次のとおりであります。 

 （建設事業） 

  建設事業におきましては、依然として公共投資の縮減、落札価格の低価格化が引き続いておりますが、元請受注

 に注力し、受注高4億28百万円（前年同期比55.8％減）、売上高3億88百万円（前年同期比18.9％減）、完成工事総

 利益10百万円（前年同期は2百万円の完成工事総利益）となりました。 

 （不動産事業等） 

  不動産事業等におきましては、引き続きＯＬＹ機材の拡販と販売用不動産の早期売却に努め、受注高31百万円 

 （前年同期比87.5％減）、売上高31百万円（前年同期比87.5％減）となり、不動産事業等総損失5百万円（前年同 

 期は9百万円の不動産事業等総利益）となりました。  

 （その他） 

  その他の事業におきましては、投資事業において売上高1百万円、その他の売上総利益1百万円となりました。 

２．財政状態に関する定性的情報 

（１）資産、負債及び純資産の状況 

   当第１四半期会計期間末の資産の残高は35億30百万円となり、前事業年度末に比べ2億70百万円増加いたしま 

  した。その主な要因は、完成工事未収入金等1億円の増加、未成工事支出金46百万円の増加及び営業投資有価証 

  券1億3百万円の増加によるものであります。 

   当第１四半期会計期間末の負債の残高は、18億63百万円となり、前事業年度末に比べ3億61百万円増加いたし 

  ました。その主な要因は、未成工事受入金3億29百万円の増加及び預り金41百万円の増加によるものでありま 

  す。 

   当第１四半期会計期間末の純資産の残高は16億67百万円となり、前事業年度末に比べ91百万円減少いたしまし

  た。その主な要因は、四半期純損失89百万円によるものであります。 

（２）キャッシュ・フローの状況 

   当第１四半期会計期間における「現金及び現金同等物（以下「資金」という。）」の四半期末残高は、前事業

  年度末に比べ28百万円減少し14億26百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況等につきましては、次の

  とおりであります。 

   ①営業活動によるキャッシュ・フロー 

    営業活動の結果使用した資金は34百万円（前年同期は1億48百万円の支出）となりました。これは主に、税 

   引前四半期純損失の計上、売上債権の増加、営業投資有価証券の増加等があったものの未成工事受入金の増加

   があったことによるものであります。 
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   ②投資活動によるキャッシュ・フロー 

    投資活動によるキャッシュ・フローは、貸付による支出等がありましたが、主に保険積立金の解約による収

   入により9百万円（前年同期は32百万円の資金増加）の資金の増加となりました。 

   ③財務活動によるキャッシュ・フロー 

    財務活動によるキャッシュ・フローは、主に長・短期借入金の返済により3百万円（前年同期は2百万円の支

   出）の資金の支出となりました。 

３．業績予想に関する定性的情報 

  当第１四半期会計期間までの業績は、概ね平成21年9月14日に公表いたしました通期の業績予想に沿った内容と 

 なっており変更はありません。 

４．その他 

（１）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

簡便な会計処理  

 ①固定資産の減価償却費の算定方法  

  減価償却費の算定方法として定率法を採用している固定資産については、事業年度に係る減価償却費の額を

 期間按分して算定する方法によっております。 

 ②一般債権の貸倒見積高の算定方法  

  当第１四半期会計期間末の貸倒実績率が前事業年度末に算定したものと著しく変化がないと認められるた 

 め、前事業年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

 ③たな卸資産のたな卸高の算定方法  

  当第１四半期会計期間末のたな卸高の算定につきましては、実地たな卸を省略し、前事業年度末の実地たな

 卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。  

  また、たな卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価格を見

 積り、簿価切り下げを行う方法によっております。 

（２）四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工期１年以上、かつ請負金額１億円以上の工事については

工事進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりましたが、当第１四半期会計期間から

「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）が適用されたことに伴い、当第１四半期会計期

間に着手した工事契約から、当第１四半期会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事に

ついては工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用

しております。 

 これにより、売上高は63,181千円増加し、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失は、それぞれ3,249千

円減少しております。 
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５．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年７月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,426,674 1,454,927

受取手形・完成工事未収入金等 353,231 253,045

未成工事支出金 177,366 130,769

不動産事業等支出金 159,400 168,250

販売用不動産 203,313 157,145

営業投資有価証券 141,192 37,582

短期貸付金 18,500 15,000

前払費用 24,437 9,669

その他 129,674 113,740

貸倒引当金 △14,406 △12,827

流動資産合計 2,619,384 2,327,303

固定資産   

有形固定資産   

建物 839,774 839,774

減価償却累計額 △590,440 △585,138

建物（純額） 249,333 254,635

構築物 105,918 105,918

減価償却累計額 △100,882 △100,455

構築物（純額） 5,035 5,462

機械及び装置 53,367 53,367

減価償却累計額 △50,987 △50,768

機械及び装置（純額） 2,380 2,598

車両運搬具 6,661 6,661

減価償却累計額 △6,479 △6,462

車両運搬具（純額） 182 199

工具器具・備品 61,967 61,369

減価償却累計額 △59,140 △58,859

工具器具・備品（純額） 2,826 2,509

土地 404,227 404,227

有形固定資産計 663,985 669,632

無形固定資産 524 －

投資その他の資産   

長期貸付金 234,352 235,423

破産更生債権等 1,869 1,935

固定化営業債権 253,900 254,732

その他 119,452 135,410

貸倒引当金 △362,969 △364,168

投資その他の資産計 246,605 263,333

固定資産合計 911,114 932,965

資産合計 3,530,499 3,260,268
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成21年10月31日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年７月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 135,337 114,887

短期借入金 680,613 683,963

未払金 887 3,968

未払費用 44,860 50,828

未払法人税等 2,094 6,432

未成工事受入金 821,937 492,388

預り金 124,234 83,228

賞与引当金 17,803 13,488

その他 5,820 22,504

流動負債合計 1,833,589 1,471,689

固定負債   

退職給付引当金 13,215 13,493

その他 16,442 16,424

固定負債合計 29,657 29,918

負債合計 1,863,246 1,501,608

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,758,495 1,758,495

資本剰余金 53,475 752,254

利益剰余金 △89,980 △698,779

自己株式 △56,483 △56,481

株主資本合計 1,665,506 1,755,488

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,745 3,171

評価・換算差額等合計 1,745 3,171

純資産合計 1,667,252 1,758,660

負債純資産合計 3,530,499 3,260,268
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（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成20年10月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成21年10月31日) 

売上高   

完成工事高 478,696 388,346

不動産事業等売上高 252,792 31,696

その他の売上高 － 1,478

売上高合計 731,488 421,521

売上原価   

完成工事原価 476,015 378,084

不動産事業等売上原価 243,677 37,112

売上原価合計 719,692 415,196

売上総利益   

完成工事総利益 2,680 10,262

不動産事業等総利益又は不動産事業等総損失
（△）

9,115 △5,416

その他の売上総利益 － 1,478

売上総利益合計 11,795 6,324

販売費及び一般管理費 100,800 93,779

営業損失（△） △89,005 △87,455

営業外収益   

不動産賃貸料 13,266 1,653

受取利息 － 1,073

その他 3,410 3,448

営業外収益合計 16,677 6,174

営業外費用   

支払利息 4,375 4,956

雑支出 2,077 3,367

営業外費用合計 6,452 8,324

経常損失（△） △78,780 △89,604

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 446

特別利益合計 － 446

特別損失   

貸倒引当金繰入額 3,358 －

営業投資有価証券評価損 33,772 －

その他 83 －

特別損失合計 37,214 －

税引前四半期純損失（△） △115,994 △89,157

法人税、住民税及び事業税 810 823

法人税等合計 810 823

四半期純損失（△） △116,804 △89,980
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成20年８月１日 
 至 平成20年10月31日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成21年８月１日 
 至 平成21年10月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △115,994 △89,157

減価償却費 7,334 6,260

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,050 463

退職給付引当金の増減額（△は減少） 950 △278

賞与引当金の増減額（△は減少） 11,624 4,314

受取利息及び受取配当金 △1,175 △1,073

支払利息 4,375 4,956

営業投資有価証券評価損 33,772 －

売上債権の増減額（△は増加） △50,290 △100,185

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 5,200 △106,022

たな卸資産の増減額（△は増加） 122,526 △83,285

仕入債務の増減額（△は減少） △130,130 18,529

未成工事受入金の増減額（△は減少） 60,830 329,548

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △2,252 △175

破産更生債権等の増減額（△は増加） 300 814

その他 △94,742 △12,379

小計 △143,621 △27,671

利息及び配当金の受取額 1,175 1,073

利息の支払額 △3,436 △3,277

法人税等の支払額 △2,857 △4,985

営業活動によるキャッシュ・フロー △148,738 △34,861

投資活動によるキャッシュ・フロー   

貸付けによる支出 △6,500 △4,300

貸付金の回収による収入 40,000 750

保険積立金の解約による収入 － 15,241

その他 △716 △1,732

投資活動によるキャッシュ・フロー 32,783 9,959

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △1,900 △2,150

長期借入金の返済による支出 △1,050 △1,200

自己株式の取得による支出 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,950 △3,351

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △118,905 △28,252

現金及び現金同等物の期首残高 682,084 1,454,927

現金及び現金同等物の四半期末残高 563,179 1,426,674
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（４）継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 平成21年10月28日に開催した第43回定時株主総会の決議により、資本準備金698,779千円を取崩し、同額をそ

の他資本剰余金に振替えております。さらに剰余金の処分として、その他資本剰余金を同額減少し、その他利益

剰余金の繰越利益剰余金へ振替を行い、繰越損失の解消を図っております。 
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